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　「留学生 30 万人計画」実施に向けて、文部科学省

が平成 21 年度から開始した「国際化拠点整備事業

（グローバル 30）」に九州大学が採択されました。

　2 学部及び全大学院に国際コースを設置し、優秀

な留学生を増加させるとともに、留学生の募集から

企業への就職を含む出口までの一貫した国際化拠点

整備事業を大学全体が一体となって推進し、アジア

を代表する世界的研究 ･ 教育拠点大学としての機能

を強化することを目指します。

○グローバル 30（G30）
　次のような施策により、平成 32 年度には平成 20

年度現在の約 3 倍となる 3,900 人の留学生受入れを

目指します。

（１）2 学部及び全大学院に英語コースを設置
　学士課程では、当面、工学部、農学部の 2 学部、

大学院課程では、すべての大学院（17 学府）で、

英語だけで学位取得可能なコースを開設します。

日本留学試験や現地オフィスの活用等により渡日

前に入学が決定できるシステム整備、高度人材養

成の一環としての就職支援を充実させます。

（２）留学生の受入体制を整備
　サポート業務や宿舎の充実など留学生の受入体

制を整備するとともに、地域との連携による支援

体制も充実させます。

（３）受入重点国を設定し留学生を 3 倍に
　受入重点国として、中国、韓国、インドネシア、

台湾、ベトナム、エジプト、タイ、オーストラリ

アの 8 か国・地域を設定しました。これらの国・

地域には、海外事務所を整備し、優秀な学生の獲

得に取り組みます。また、九州大学では、エジプ

トに、日本の大学全体の留学生の受け入れの促進

につながる支援を行う「海外大学共同利用事務所」

を設置しています。

○教員の英語による指導力の向上
　近年、本学内外より本学教員に対し「英語による

講義」実施に係るニーズが高まりつつあります。こ

のような状況の下、若手教員の教授能力を醸成し、

本学における教育の国際化を通じて、教育の質の向

上を図ります。

＊ 若手教員のための「英語による教授能力」養成プロ
グラム

　40 歳以下の教授、准教授、講師及び助教のうち、

上級英語の能力を有する者（8 名～ 10 名）を対象に、

夏季 4 週間、フィリピンのアテネオ・デ・マニラ大

学において実施している本学独自の研修です。研修

料及び旅費は国際部が負担します。

　平成 20 年度から実施しており、G30 による国際

コースへの対応など、その成果は教育の現場で生か

されています。

○海外オフィス
（１）海外オフィス（当該地域において活動を行うた

め市中にオフィスを設置しているもの）

（２）ブランチオフィス（主に当該大学との連携強化

のため大学内にオフィスを設置しているもの）

＊海外オフィス
①ロンドンオフィス、②カリフォルニアオフィス、

③ミュンヘンオフィス、④ソウルオフィス

⑤北京事務所、⑥ワシントンＤ．Ｃ．オフィス、

⑦カイロオフィス、⑧ハノイオフィス、

⑨バンコクオフィス、⑩台北オフィス

　（活動内容）

　活動内容はそれぞれ異なりますが、主に、優秀

な留学生の受入れ拡大に向けた広報活動や海外の

教育・学術研究動向の収集、本学教職員・学生に

対する現地での活動支援などを行っています。

　カリフォルニアオフィスでは、本学に向けた遠

隔授業や本学学生の短期語学研修等も実施してい

るほか、北京事務所では、遠隔会議システムを用

いた現地面接試験なども行っています。

＊ブランチオフィス
①ソウル大学校内ブランチ・オフィス（大韓民

国）、②ガジャマダ大学内ブランチ・オフィス（イ

ンドネシア）、③マヒドン大学内ブランチ・オ

フィス（タイ）

　（活動内容）

教育の国際化・グローバル 30
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　本学と当該大学との教育・研究面でのコーディ

ネートや優秀な留学生獲得のための広報活動など

を行っています。

○留学生の受入
　九州大学は、海外の学生交流協定等に基づき、国

費留学生制度、短期留学プログラム、アジア人財資

金構想プログラム等により多くの留学生を受け入れ

ています。

　また、外国人留学生・研究者サポートセンターに

よる留学生の受入支援を行っています。

 ＊留学生の受入人数
　80 カ国から、1,763 名の留学生を受け入れていま

す（平成 21 年 11 月 1 日現在）。

＊国費留学生制度
　国費留学生制度とは、文部科学省が世界各国から

の留学生の受入れを促進するために創設した制度で

す。

　この制度への申請方法は、大使館推薦、大学推薦、

（新たに海外から留学する者）、国内採用（九州大学

に在籍中の私費留学生）の 3 つがあります。

　また、中国の場合は、中国赴日本国留学生及び国

家建設高水平大学公派研究生項目という制度があり

ます。

＊短期留学プログラム
（１）九州大学短期留学プログラム（JTW：Japan in 

Today’s World）
　留学生センターでは、平成 6 年度から海外の大

学に在籍する学生を対象とした短期留学プログラ

ム（JTW）を実施しています。本プログラムの期間

は 10 ヶ月で、人文科学、社会科学及び自然科学

等の各分野について英語による授業を実施すると

ともに、専門分野での自主研究の場も提供してい

ます。

　主に、大学間学生交流協定校からの交換留学生

を受け入れています。

（２）日本語・日本文化研修コース（JLCC：Japanese 
Language and Culture Course）
　留学生センターでは、平成 12 年度から外国の

大学（学部）に在籍する学生を対象にした日本語・

日本文化研修コース（JLCC）を実施しています。

　コース期間は 1 年間で、国費外国人留学生（大

使館推薦及び大学推薦）及び学生交流協定に基づ

く短期留学生（私費）を日本語・日本文化研修生と

して受け入れています。

（３）九州大学サマープログラム（ATW：Asia in To-
day’s World）
　アジアの将来を担うリーダーの育成に寄与する

ことを目的として実施している 6 週間のサマープ

ログラムです。日本事情、文化を通してアジアを

見るアジア研究コース、日本の自然科学分野にお

ける最先端研究に触れるラボ研究コース、日本を

実地に体験する見学旅行、さらに日本人家庭での

ホームステイと九州大学の学生との交流も含む内

容で、総合的に日本を通してアジアを理解するプ

ログラム構成となっており、毎年 50 人前後の学

生を受け入れています。

（４）九州大学・ASEAN 教育交流プログラム（AsTW： 
ASEAN in Today’s World）
　本学が海外で実施している 2 週間の教育プログ

ラムで、ASEAN と日中韓の学生が ASEAN 域内の

都市において共に学ぶ機会を提供しています。本

プログラムは、若い世代に ASEAN をキーワード

として国際的な共通性を習得させ、次世代のアジ

アを担う人材を育てることを目的としています。

　平成 21 年度はマヒドン大学（タイ）で開催し、

各国からの参加者約 50 名のうち、本学からは約

20 名の学生が参加しています。

＊アジア人財資金構想
　経済産業省及び文部科学省で平成 19 年度から実

施している「アジア人財資金構想」のうち、高度専門

留学生育成事業について平成 20 年度の公募に申請

し、九州地域においては、九州大学の「エネルギー・

環境技術人財育成パートナーシッププログラム」が

採択されました（全国で 9 件のコンソーシアムが採

択）。

　「エネルギー・環境技術人財育成パートナーシッ

ププログラム」とは、クールアース推進構想の重要

性を踏まえ、専攻分野だけでなくエネルギー・環境

を意識したものづくりができる人財を育成します。

アジア留学生の受入れから我が国企業への就職まで

一貫したプログラムを産学連携により構築・実施す

ることで、我が国企業の国際競争力強化を図ると共

に、九州のアジアゲートウェイ機能を高めます。

＊�留学生の受入支援（外国人留学生・研究者サポー
トセンター関係）

　急増する外国人留学生や研究者の受入を円滑に行
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うため、受入の諸手続き、生活支援及び英語の支援

を行う「外国人留学生・研究者サポートセンター」

を、各キャンパスに設置しています。

○学生の海外派遣（交換留学含む）
　九州大学は、海外の学生交流協定等に基づき、交

換留学制度、短期語学研修、長期派遣支援制度等に

より多くの学生を海外の大学へ派遣しています。

＊学生の海外派遣人数
　227 名の学生を 24 カ国の海外の大学に派遣してい

ます（平成 20 年度）。

＊交換留学制度
　大学間学生交流協定等に基づき、外国の協定校と

の間で学生の受入れ・派遣を行っています。授業料

不徴収、単位互換可能、学生寮への優先的入居等の

メリットがあり、留学生課を通して申請手続きを行

います。

　この他に、部局で独自に学生交換を行う、部局間

学生交流協定に基づく交換留学制度があります。

＊短期語学研修
　九州大学全学協力事業基金による国際交流事業と

して、短期語学研修があります。これは交換留学へ

の動機付けを支援することを目的とするもので、授

業料・宿舎費は九州大学の負担です。韓国及び中国

に 3 週間派遣して、語学研修を実施しています。

　また、アメリカ・サンノゼ州立大学における英語

研修やタイ・マヒドン大学におけるタイ語・タイ文

化研修も実施しています。

＊学内留学
　留学生センターが実施する JTW 及び ATW の授業

は、全学教育科目として一般学生にも開放されてい

ます。九大キャンパスにいながら、海外有名大学か

ら参加する留学生と机を並べて英語で専門科目を学

ぶことができる、貴重な機会を提供しています。

★もっと詳しく知るには
・G30Web サイト

　http://www.isc.kyushu-u.ac.jp/g30/index.html

・ 外国人留学生・研究者サポートセンター Web サ

イト

http://www.isc.kyushu-u.ac.jp/supportcenter/

index.html

・国際部 Web サイト

　http://www.isc.kyushu-u.ac.jp/intlweb

◆問合せ先
・グローバル 30 について

　G30 プロジェクトオフィス（教育国際化推進室）  

　092-642-3953　global30@jimu.kyushu-u.ac.jp

・留学生の受入 / 学生の海外派遣について

　国際部留学生課 留学生交流係　092-642-2141  

　intlrkoryu@jimu.kyushu-u.ac.jp

・外国人留学生・研究者サポートセンターについて

　国際部留学生課 留学生支援係　092-642-4323

　intlrshien@jimu.kyushu-u.ac.jp

　大学院共通教育は、本学で学ぶ大学院生（主に修

士）を対象に、多様な社会的課題に対応する人材の

育成を目指して、「専門性」に加えて「人間性」「社

会性」「国際性」など社会人としての基礎力をアップ

するためのプログラムで、文部科学省の特別教育研

究経費の対象事業として、平成 18 年度から始まり

ました。

○大学院共通教育の目的と構成
＊目的
　本学の教育憲章においては、「人間性」「社会性」

「国際性」「専門性」を総合的に身に付ける教育を、

また学術憲章においては、「研究の使命」「研究の理

念と倫理性」「研究の社会的・国際的貢献」「研究と

教育の融合」といった観点で研究活動を推進するこ

ととしています。

　このような理念

を踏まえた大学院

教育を展開し、社

会のニーズに応え

る人材の養成に努

めることを目的と

しています。

＊構成等
　大学院共通教育は、高等教育開発推進センターを

中心に全学の協力の下に運営しており、平成 21 年

度は 64 科目（前期 34 科目・後期 30 科目）を開講し

ています。

　当該科目については、大学院生を対象としている

★もっと詳しく知るには

◆問合せ先

大学院共通教育
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ため、5、6 限目や、土・日曜日の集中講義などなる

べく大学院生が履修しやすい時間帯に授業を設定、

各キャンパスを結んだ遠隔講義を取り入れるなど、

学生が受講しやすい環境づくりに努めています。授

業には、問題を提起して解決への道筋を考える実践

型の講義の展開、社会的課題として九大カリフォル

ニアオフィスと結んだ遠隔講義の導入等を行ってお

り、文系・理系を問わず、また社会人大学院生や留

学生なども多く参加しています。

　また、平成 20 年度から社会的課題に対応した体

系的な科目群として、「ユーザー感性学」「防災」「国

際協力・社会開発」の 3 つの科目群を設定し、所定

の単位をとれば、大学からその科目群を履修した

「修了証」を受け取ることができるようになっていま

す。

○履修について
　大学院共通教育科目は、全学府の大学院生を対象

に開講されており、シラバスの確認及び履修登録は、

大学院共通教育のホームページにて行います。（窓

口での履修受付はしていません）

　なお、大学院共通教育科目は、現在、すべての学

府で単位認定されています。卒業の修了要件に含め

るか否かは、各学府で異なりますので、下記のホー

ムページをご参照ください。

★もっと詳しく知るには
　大学院共通教育ホームページ：

http://rche.kyushu-u.ac.jp/~in-kyotsu/index.

html

◆問合せ先
　学務部学務企画課　092-642-3925

　gapkyomu@jimu.kyushu-u.ac.jp

●チャレンジ 21 とは
　チャレンジ 21 は、学際性又は国際性の涵養等に

係る学部共通の教育課程を展開することにより、学

生の自主的、自立的な修学を図り、専門性を基盤と

した新たな視点に立つスペシャリストを養成するこ

とを目的とした履修コースで、「学際コース」と「国

際コース」の 2 つのコースが設置されています。

　「学際コース」は、さらに「人文学」、「教育学」、「法

学」、「経済学」、「理学」、「芸術工学」の 6 つの領域

に分かれています。学生は、自分が所属する学部の

卒業要件を満たしながら、それに加えて所属学部以

外の学部が提供する学習コースを修得し、自分の専

門性に加えて、もう一つの専門性の獲得を目指しま

す。

　「国際コース」は、本学の交換留学制度や短期語学

プログラム制度を活用し、海外の大学の学習経験を

踏まえ、帰国後は、留学生センターが提供する留学

生のための講義を留学生と一緒に学習したり、留学

中の修得科目を 21 世紀プログラムが提供する科目

によって認定を受けるなどして、国際感覚を高める

学習コースとなっています。

　これらの学習コースの修了条件を満たしたと認定

されれば、卒業時に学生が所属する学部の学位記に

加えて、「チャレンジ 21 修了証」が授与されます。

○チャレンジ 21 のコースの特色

●申請要件
　2 年前期または 3 年前期までに次の要件を満たし

ていること。

　○学際コース

① 全学教育科目を、各学部の卒業要件として

指定している単位数より 8 単位以上多く修

得していること。

② 学 際 コ ー ス の「人 文 学」、「教 育 学」、「法

学」、「経済学」に参加を希望する学生は、

それぞれ文系基礎科目の「人文学入門」、

「教育学入門」、「法の世界」or「政治の世

界」、「経済学入門」を履修しておくこと。

（①の 8 単位に含めることは可能です。）「理

学」、「芸術工学」に参加を希望する学生に、

チャレンジ 21

★もっと詳しく知るには

◆問合せ先

学
際
コ
ー
ス

人文学 自らの専門 ＋ 広い教養 ＋ 人文学
の基礎知識・観点の修得

教育学 自らの専門 ＋ 広い教養 ＋ 教育学
の基礎知識・観点の修得

法学 自らの専門 ＋ 広い教養 ＋ 法学の
基礎知識・観点の修得

経済学 自らの専門 ＋ 広い教養 ＋ 経済学
の基礎知識・観点の修得

理学 自らの専門 ＋ 広い教養 ＋ 理学の
基礎知識・観点の修得

芸術工学 自らの専門 ＋ 広い教養 ＋ 芸術工
学の基礎知識・観点の修得

国際コース 自らの専門 ＋ 広い教養 ＋ 留学経
験・国際感覚
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基礎科目履修の義務はありません。

③ 全学教育科目の成績が優秀であること。参

考としてＧＰＡ 2.8 程度を目安にします。

　○国際コース

① 全学教育科目を進級要件に必要な単位数よ

り 8 単位以上多く修得していること。

② 全学教育科目の成績が優秀であること。参

考としてＧＰＡ 2.8 程度を目安にします。

●修了認定
　○学際コース

① 文学部、教育学部、法学部、経済学部、理

学部、芸術工学部がそれぞれ提供する高年

次教養科目及び専攻教育科目（総合選択履

修科目へ提供された科目）の中から 10 単位

以上を履修すること。

② チャレンジ 21 参加者による合同報告会に

出席すること。

③所属学部を卒業見込であること。

　○国際コース

① 海外留学の経験があること（短期交換留学、

語学研修プログラム等を含む）

② 留学生センターが提供する留学生のための

講義ＪＴＷ、ＡＴＷ等（全学教育科目＝開

放科目）、言語文化研究院が提供する言語

文化自由選択科目、また、留学中の修得科

目を 21 世紀プログラムが提供する科目に

よって認定を受ける特別科目Ａなどの連携

科目から 10 単位以上修得していること。

③ チャレンジ 21 参加者による合同報告会に

参加すること。

④所属学部を卒業見込であること。

★もっと詳しく知るには
・教育プログラム『チャレンジ 21』　

　http://rche.kyushu-u.ac.jp/c21/

◆問合せ先
・学務部学務企画課学務情報係　092-642-7103

　全学教育とは、九州大学が全学的に協力し一体と

なって行っている一般教養教育のことです。すべて

の研究院、研究所及び学内共同施設等の教員によっ

て授業が分担されます。様々な分野において指導的

な役割を果たしうる人間性、社会性、国際性、専門

性に秀でた人材を育成することが求められている本

学にとって、全学教育を充実させ、質の良い教育を

提供することは必須であり、そのためには、教員の

皆様のご協力が必要です。

★もっと詳しく知るには

◆問合せ先

全学教育

入

　学

申

　請

認

　定

卒

　業

1 年 2 年 3 年 4 年

○○学部  専攻教育
全学教育

コース履修 学位記

学士
（○○学）

チャレンジ 21
修了証

学際コース
（経済学）

学際コース（経済学）修了のためには

①経済学部が提供する高年次
　教養科目、 経済学部の専攻
　教育科目（※）から10単位
　※総合選択履修提供科目

②合同報告会への参加
③所属学部を卒業見込

学際コース（経済学）参加のためには

①全学教育科目から＋8単位
　→学際的素養・関心の高さ

②経済学入門（文系基礎）を履修
　→コースの基礎

③成績優秀（参考：GPA2.8程度）
　→多単位履修の能力

『チャレンジ 21  学際コース（経済学）』履修モデル
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○目的
　九州大学は「九州大学教育憲章」に示す「人間性の

原則」、「社会性の原則」、「国際性の原則」及び「専

門性の原則」にたち、「日本の様々な分野において指

導的な役割を果たし、アジアをはじめ広く全世界で

活躍する人材を輩出し、日本及び世界の発展に貢献

する」ことを目指しています。全学教育は各学部の

専攻教育と互いに補い合いつつ、この目的を達成す

る上で基盤となる人間的素養を育み、また、各学部

の専門分野を学ぶ上で共通する基礎的な能力を培う

ことを目的とします。

○構成
1．全学教育科目の構成は次のとおりです。

　教養教育科目（共通コア科目、コアセミナー、

文系コア科目、理系コア科目、少人数セミナー、

総合科目、高年次教養科目、言語文化科目、健康・

スポーツ科学科目）、文系基礎科目、理系基礎科

目、情報処理科目

2．全学教育科目は、低年次（1 ～ 2 年次）での履修

を主とするが、高年次（3 年次以降）においても履

修できるものとします。

3．総合選択履修方式による履修

　総合選択履修方式とは、すべての全学教育科目

と他の学部・学科（所属する学部・学科において

は一部の場合あり）で開講される専攻教育科目の

中から科目を選択して履修するものです。この方

式により、上述の全学教育科目に加えて、学生は

全在学期間を通じて、他学部・学科の専攻教育科

目を、自己の判断により選択して履修することが

可能です。これにより、学生がより幅広く深い教

養を培うことができる教育を実現するものとしま

す。

★もっと詳しく知るには
・九州大学ホームページ　全学教育

　http://rche.kyushu-u.ac.jp/

◆問合せ先
・学務部全学教育課全学教育総務係

　092-802-5922

　現在、全学教育の授業は各学部に振り分け、学部

で担当してもらい、開講しております。学生にとっ

て大学生活の第一歩となる全学教育が充実した内容

となるためには、全教員各々の協力が必須です。

○現在の状況
　大学設置基準の大綱化に伴い、それまで教養教育

を担っていた教養部が平成 6 年に廃止され、教養部

教員は各学部等に分属し、その分属数に応じて全学

教育を各部局で分担いただくようにしておりました

が、教員の異動や九州芸術工科大学との統合、医学

部保健学科の新設等により全学教育担当に不均衡が

生じております。移転過渡期ではありますが、伊都

への移転完成に向けて、不均衡を是正し、真の全学

出動体制となるよう各部局の協力を求めているとこ

ろです。

○今後の目標
　九州大学教育憲章には九州大学の教育は、日本の

様々な分野において指導的な役割を果たし、アジア

をはじめ広く全世界で活躍する人材を輩出し、日本

及び世界の発展に貢献することを目標とし、この目

的を達成するために「人間性の原則」「社会性の原

則」「国際性の原則」「専門性の原則」を指向するこ

とが定められています。さらに、全学一体となって、

これらの教育目的及び原則の到達に取り組むととも

に、すべての教職員及び学生が自己の使命を自覚し

て、その職責等の遂行につとめるべきことが規定さ

れています。全学教育は本学の総合大学としての機

能を生かす形で、全学的に協力して一体となって実

施し、全ての研究院、研究所及び学内共同研究施設

等の教員によって授業が分担して行わねばならない

と考えられています。

★もっと詳しく知るには
・九州大学ホームページ　全学教育

　http://rche.kyushu-u.ac.jp/　　　

◆問合せ先
・学務部全学教育課全学教育総務係

　092-802-5922

★もっと詳しく知るには

◆問合せ先
★もっと詳しく知るには

◆問合せ先

全学教員出動体制
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　文部科学省では、各大学が実施する教育改革の取

組の中から、優れた取組を選び、補助金という形で

その取組を財政的に支援しています。この「優れた

取組」を「Good Practice」と呼んでおり、この言葉を

略して、「GP」と呼んでいます。平成 15 年から始まっ

たこの GP に本学も多数応募し、これまでに多数の

採択を受けています。財政事情等で GP の新規の公

募は残念ながら減っていますが、今後は特にこれま

での本学及び他大学の GP の成果を大学全体で共有

し、活用することが求められています。

○ GP 事業の特色
　GP 事業には次のような特色があります。

＊国公私を通じた競争的環境 
　GP 事業では、国立・公立・私立といった枠にと

らわれることなく広く公募され、申請のあった取組

の中から特に優れた取組が選ばれます。このような

競争的環境が、各大学の教育改革への動機づけ、イ

ンセンティブを与えています。

＊第三者による公正な審査 
　優れた取組（GP）は、有識者や専門家等から構成

される委員会によって、書面審査や面接審査などに

より、公表された審査基準に基づいて、公正な審査

により選定されます。また、選定、非選定の理由も

各大学に通知されます。

＊積極的な社会への情報提供 
　選定を受けた大学は、GP の成果等に関する情報

を社会に積極的に提供することが求められます。GP

事業は、GP が大学の共有の財産として活用される

ところに大きな意義があります。

○近年採択された主な GP
　GP 事業として今まで数多くのプログラムが実施

され、本学はたくさんの採択を受けました。最近採

択を受けたものとしては、次の取組があります。

＊質の高い大学教育推進プログラム
　各大学のポリシーの明確化と PDCA サイクルの確

立など組織的運営により教育の質向上とともに、広

く社会に情報提供を実施

　・採択された本学の取組

　　 医療現場との情報双方向性を持つ保健学教育

（医学部保健学科）

　　URL　http://imed.shs.kyushu-u.ac.jp/gp/

　　 専門知識に立脚した実践英語討議能力の育成

（歯学部）

　　 URL　http://www.dent.kyushu-u.ac.jp/projects/

shitsutaka/

＊組織的な大学院教育改革推進プログラム 
　大学院における社会で幅広く活躍する高度な人材

の育成機能を強化し、人材の国際的好循環を構築す

るため、コースワークの充実等の大学院教育の優れ

た組織的・体系的な取組を支援

　・採択された本学の取組

クラスターによる最先端法学修士課程の構築

（法学府）

URL　h t t p : / / w w w . l a w . k y u s h u - u . a c . j p /

programsinenglish/

先端研究者と高度専門家育成の理学教育 （理学

府）

URL　http://www.sci.kyushu-u.ac.jp/html/

program/program.html

産業技術が求める数学博士と新修士養成（数理

学府）

URL　http://www2.math.kyushu-u.ac.jp/gp/

アジア都市問題を解くハビタット工学教育（人

間環境学府）

URL　http://kyudai-archurb.jp/he/

生物産業界を担うプロフェッショナル育成（生

物資源環境科学府）

URL　http://www.bres-gp.jp/

5 つの力をもつシンセシス型博士人材の育成

（システム情報科学府）

URL　http://gp.ees.kyushu-u.ac.jp/gp/index.

html

＊国際化拠点整備事業（グローバル 30） 
　大学の国際競争力の強化のため、留学生に魅力的

な水準の教育を提供するなど、留学生受入れ等の環

境整備を図る取組を支援

　・採択された本学の取組（全学）　

　　http://www.isc.kyushu-u.ac.jp/g30/

＊その他採択された本学の取り組み
　http://www.kyushu-u.ac.jp/education/action.php

○戦略的教育 GP 支援事業
　戦略的教育 GP 支援事業は、文部科学省が実施す

る GP 事業のうち、戦略的に重要と本学が選定した

教育関係の外部資金
－ＧＰ（Good Practice）事業
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補助事業について、当該補助事業に申請する部局等

を財政的に支援することにより、本学の教育改革を

推進することを目的としています。

＊デュアルサポート
　選定補助事業に採択された取組を実施するために

必要な経費を支援します。1 取組年額 500 万円を上

限とします（平成 21 年度）。

＊再チャレンジ支援
　選定補助事業に申請したものの採択されなかった

取組について、次年度の補助事業に再度申請するた

めの調査・検討等に必要な経費を支援します。1 取

組 200 万円を上限とします。（平成 21 年度）

＊経費の申請等手続
　申請書の提出は、新規は選定結果通知後の 7 月～

9 月、継続は、4 月頃を予定しています。

○  GP 事業に係る公募に申請する際の学内手続につ
いて

　ＧＰ事業への申請の際は、教育担当理事を室長と

する教育改革企画支援室の室員によるヒアリングを

実施し、申請書類のブラシュアップを図っています。

また、申請件数に制限があるときは、このヒアリン

グの結果に基づき学内選考を行います。

　申請の学内締切や学内ヒアリングの実施等は、部

局長あてに通知するほか、学内ＨＰの「研究助成金

等の募集情報（お知らせクン）」http://boshu.jimu.

kyushu-u.ac.jp/　にも掲載しています。ＲＳＳ機能

もありますので、登録しておくといいでしょう。

　教育改革企画支援室では、ＧＰ事業への申請につ

いての相談を随時受け付けています。気軽にご利用

ください。連絡窓口　学務企画課（下記問合せ先ま

で）

★もっと詳しく知るには
　 文部科学省ＨＰ：国公私立大学を通じた大学教

育改革の支援

http://www.mext .go. jp/a_menu/koutou/

kaikaku/index.htm

◆問合せ先
　学務部学務企画課　092-642-7123

　gakikaku@jimu.kyushu-u.ac.jp

　平成 21 年度から、教育改善に資する部局の組織

的な取組に学内経費を措置し支援するＥＥＰ（教育

の質の向上支援プログラム）がスタートしました。

この事業を通して、教育改善のための教員の組織的

な取組・研修を支援します。

○ ＥＥＰの目的
　中期目標・中期計画に掲げる教育に関する目標・

計画の達成に資する部局等の主体的な取組を支援す

ることにより、本学の教育改革を推進することを目

的としています。

○ＥＥＰの対象取組 
　中期目標・中期計画に掲げる教育に関する目標・

計画の達成に資する教育内容・教育方法等の改善に

関する新たな取組が対象となります。

　取組例

・海外の大学（ミシガン大学、カリフォルニア大

学等）の研修プログラムに教員を派遣する取組

・ポリシーの見直し、カリキュラム開発のための

調査・研究

・指導法のマニュアル作成

・教科書・教材の開発

・学習ポートフォリオ、学生カルテ等を教育指導

に活用する取組

・教育の内容及び方法の改善を図るための組織的

な研修及び研究の計画的実施

・教育の成果の達成状況の検証・評価

○事業規模・支援期間・選定件数 （平成 21 年度実績）
＊経費措置額　1 件　200 万円／年度　（上限）

   （ ※経費措置を要求する額以上の部局負担額を計上

する必要があります。）

＊支援期間　2 年度間（上限）

＊選定件数　8 件程度

○申請の手続
　公募要領は、申請諸締め切りの 1 か月前までに各

部局長に通知します。申請から採択までの流れは以

下のとおりです。

　① 所定の様式に従い「取組計画書」を部局長から総

長に提出いただきます。

　② 教育改革企画支援室の室員による選考のための

ヒアリングが実施されます。

★もっと詳しく知るには

◆問合せ先

ＥＥＰ（教育の質の向上支援プログラム）
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　③ 教育改革企画支援室会議に付議され、採択する

取組が決定されます。

　④ 各部局長に採択の結果が通知され、採択された

部局に経費が措置されます。

○中間評価・事後評価
　採択一年目の年度末に書面とヒアリングによる中

間評価を受けていただきます。結果によっては、2

年目の取組縮小、経費補助停止もあり得ます。取組

終了後は事後評価を受け、学内外に取組の成果を発

表していただくことになっています。

★もっと詳しく知るには
　 教育改革企画支援室ＨＰ：教育の質向上支援プ

ログラム（ＥＥＰ）公募要領

http://www.kyushu-u.ac.jp/education/er/eep.

html

◆問合せ先
　学務部学務企画課　092-642-7123

　gakikaku@jimu.kyushu-u.ac.jp

　学務情報システムは、学生の基本情報や学籍異動

などの学籍情報や履修成績情報を管理するシステム

で、データベースシステムと事務職員が使用するク

ライアントシステム及び学生・教職員が使用する

Web アプリケーションシステムから構成されていま

す。このうち教員が使用する Web アプリケーショ

ンを「学務情報システム／教員用 Web システム」と

呼んでいます。

　平成 15 年 4 月から運用を開始し、学籍管理は全学

生を対象とし、履修成績管理は、全学部と一部の大

学院で使用しています。その他、進級卒業判定資料

の作成や各関係システムへ基本情報の連携、データ

提供を行う大学の基幹システムとなっています。

○ ログイン
　学務情報システムへログインするには、全学共通

ID（SSO-KID）が必要です。非常勤等で全学共通 ID

を持っていない方は、学務情報システム認証用 ID を

別途交付しますので、教務担当係へお尋ねください。

また、非常勤の方でも、申請により全学共通 ID を取

得することができます。

○ 履修登録
　履修登録は、学務情報システムを利用し、学生が

Web により登録しています。なお、医学部（保健学

科を除く）と歯学部の専攻教育科目、一部の大学院、

集中講義等は Web 履修登録を行っていません。

サーバ側で履修情報について、教員用 Web システ

ムへの転送処理を行うと受講者名簿を教員用 Web

システムでダウンロードすることができます。受講

者名簿のダウンロードは、学外からも行うことがで

きます。

○ 成績登録
　授業科目の成績報告について教員用 Web システ

ムを利用し、登録することができます。成績登録に

ついては、学内からのみに限定していますので、学

外からは使用できません。

　なお、保健学科を除く医学部の科目や一部の大学

院、集中講義等については、教員用 Web システム

を利用していません。成績報告の期間や提出方法に

ついては、各部局教務担当係へ確認してください。

○ 動作環境
　教員用 Web システムで動作が保証されている OS

★もっと詳しく知るには

◆問合せ先

学務情報システム
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及びブラウザは次のとおりです。

　（Windows 系）

　　Web ブラウザ Internet Explorer 6 以降

 Mozilla Firefox 3 .5 以降

 Safari3 以降 

　（Macintosh 系）

　　動作 OS Mac OS X 

　　Web ブラウザ Mozilla Firefox 3 .5 以降

 Safari3 以降 

○ メンテナンス時間
　教員用 Web システムは、毎日 17：00 ～ 18：00

をメンテナンス時間としています。メンテナンス作

業等により通信を切断する場合がありますので、メ

ンテナンス時間中はシステムを使用しないでくださ

い。

●関連システム
○ 学生ポータルシステム
　大学から学生へ情報配信を行う Web ツールで、

パソコンや携帯電話等でアクセスします。

　主に自然災害の緊急連絡や大学からの各種案内等

の配信を行っています。一部の部局では休講情報の

配信にも利用しています。

○ 証明書自動発行システム
　学生が在学証明書や学割証、健康診断証明書の交

付を、各キャンパスに設置している証明書自動発行

機によりオンラインで受けることができます。

★もっと詳しく知るには
・学務情報システム　教員用 Web システム

http://www.kyushu-u.ac.jp/student/education/

gkkyokan.php

・教員用 Web システム操作マニュアル（全学教育

科目編）

http://www.kyushu-u.ac.jp/student/education/

manu_zenkyo.pdf

・教員用 Web システム操作マニュアル（専攻教育

科目編）

http://www.kyushu-u.ac.jp/student/education/

manu_senko.pdf

◆問合せ先
・学務部学務企画課学務情報係　092-642-7103

　学内（特にキャンパス間）や学外とのテレビ会議や

遠隔講義の実施を支援するための設備です。

　学生及び教職員のキャンパス間の移動の手間を節

約し、また学生の授業の履修機会を増やすことを支

援する目的で、各キャンパスに遠隔講義設備を備え

た教室を整備しています。

○キャンパス間学習支援システム「iClass」
　この設備は正式名称を「キャンパス間学習支援シ

ステム」（Inter Campus Learning ASsistant System）

通称「iClass」といいます。

　この iClass ではシステムの操作の大部分が自動化

されており、授業の際には、ある教室から別の複数

の教室の設備を起動、操作することが簡単にできる

ようになっています。これにより、一人の先生が合

計 3 教室に対して授業を行なうことが可能です。

　また、部局などで独自に保有されている一般的な

テレビ会議システムとの相互接続も可能です。MCU

（多地点接続装置）を併用すれば、さらに多数の教室

を同時につないで授業を行なうことも可能です。

　（設置場所）

○小規模遠隔講義システム
　iClass 以外に小規模な遠隔講義システム次のとお

り設置しています。小規模遠隔講義システムは、通

常一対一で装置間の接続を行います。

　（設置場所）

★もっと詳しく知るには

◆問合せ先

遠隔講義システム

伊都キャンパス

センター 1 号館　1308 講義室、
センター 1 号館　1302 講義室、
センター 2 号館　2307 講義室、
総合学習プラザ　オートモー
ティブサイエンス講義室 1

箱崎キャンパス 旧工学部本館 2 階　4 番講義室

馬出キャンパス 臨床研究棟 1 階　
カンファレンスルーム

大橋キャンパス 5 号館　525 号室

筑紫キャンパス E 棟　101 号室

伊都キャンパス ウエスト 2 号館 8 階　829 号室

箱崎キャンパス 21 世紀交流プラザⅠ1 階　
多目的ホール

大橋キャンパス 産学連携センター 3 階　
セミナー室

筑紫キャンパス 総合研究棟（C-CUBE）2 階　
E ラーニングラボラトリー
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○利用申し込み
　講義室の利用申し込みは、次の URL に掲載してい

る担当窓口へご相談ください。

　・ 高機能遠隔講義システム・小規模遠隔講義シス

テムディレクトリページ

　　 http://www.cc.kyushu-u.ac.jp/VC/entrance_iii.

cgi

★もっと詳しく知るには
・テレビ会議・遠隔講義支援サービス

　http://www.cc.kyushu-u.ac.jp/VC/

◆問合せ先
・教育情報サービス受付　092-642-4034

　uketsuke@s.kyushu-u.ac.jp

○学位（博士）について
　本学において授与可能な学位には「博士」「修士」

「専門職学位」「学士」の 4 種類があります。

　そのうち、「博士」の学位については、日本におい

ては最上位の学位であり、大学院博士後期課程の修

了者、あるいは大学院への論文提出により博士と同

等の能力を持つと認められた者に対して大学から授

与されます。前者を「課程博士」、後者を「論文博士」

と呼び、いずれも各大学院における学位論文の審査

により授与に値すると判定され、本学総長により学

位を授与されます。

○厳正な学位審査体制等の確立について
＊趣旨と本学における取組
　近年、高等教育の国際化の中

で、大学院教育の組織的な展開

の 強 化 と 学 位 の 国 際 的 な 通 用

性・信頼性の確保が求められて

いますが、昨今、他大学における学位審査及び取得

にかかる不祥事に伴い、大学における厳正な学位審

査体制等の確立及びその徹底についても要望されて

います。

　本学においても、学位審査に関して大学教育職員

に対し公明正大な態度で臨むことを徹底するととも

に、①公開での博士論文発表会の実施、②共同研究

者の同意書の必須化、③通報・相談窓口の設置等に

より透明性・客観性を確保するための学位審査体制

の確立に努めています。

＊通報窓口
　本学では、本学が授与する学位の審査において、

審査の透明性及び客観性の確保に努め、厳正な審査

を実施するための体制の一つとして、学位審査に関

する通報窓口を設置しています。

　学位審査における不正などの通報・相談について

は、次の窓口にご連絡ください。

◆学位に関する問合せ先
　学務部学務企画課　092-642-3925

　gapkyomu@jimu.kyushu-u.ac.jp

★もっと詳しく知るには

◆問合せ先

◆学位に関する問合せ先

学位：厳正な学位審査・通報窓口等

【 通報窓口 】　　学務部学務企画課長　　　電話）092-642-7072（ダイヤルイン）
　★もっと詳しく知るには：www.kyushu-u.ac.jp/student/life/gakuituho.pdf

　＊本窓口以外に、次の相談・通報窓口があります。

　※ハラスメント： 各地区のセクシャルハラスメント等相談員
　　http://www.kyushu-u.ac.jp/university/sekuhara/index.html

　※研究不正： 研究不正申立窓口
　　http://www.kyushu-u.ac.jp/university/offi  ce/kikaku-bu/kenkyusenryakuka/kenkyuinfo/fusei.pdf

　※研究費の不正使用に関わる通報窓口
　　http://kenkyuhi.jimu.kyushu-u.ac.jp/tuhomadoguchi.html

　※なんでも相談窓口
　　http://www.kyushu-u.ac.jp/student/life/nandemo.php

　＊通報者の保護

　　通報された方が通報したことを理由に不利益な扱いを受けることはありません。
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　心身的にも社会的にもおとなとこどもの境界領域

にある学生にとって大学生活は、さまざまな経験の

場とも言えますが、いざ問題に直面した時に、それ

を学生自身の力で解決していくことが困難な場合も

あります。その時は、教職員をはじめ、保護者、友

人など学生を見守る関係者の助力が必要になりま

す。

　学生に関して、些細なことでも気になることが

あったら、教員と関係各部署が連携し早期に問題解

決するためにも、是非、下記の窓口へ相談、または

情報提供をお願いします。

　また、学内において、カルト集団や過激活動集団

による学生に対する勧誘なども見受けられますし、

いじめや虐待、ハラスメント、社会的ひきこもり、

さまざまな社会的逸脱行動、自殺、さらに近年徐々

に若年層に浸透しつつある薬物乱用の問題などさま

ざまな問題がありますので、これらのような事例に

も注意が必要です。

○学生生活・修学相談室
　専任のカウンセラー（教員）が、カウンセリング

を中心として、学生としての生き方、対人関係、進

路選択、修学上の悩みなど広く相談に応じています。

また、各学部・学府から選ばれた相談員が、専門分

野の修学に関する相談に応じています。

○健康科学センター
　医師（教員）や看護師（または保健師）、カウンセ

ラーが、学生の定期健康診断をはじめ、健康相談、

精神保健相談、カウンセリング及び応急処置などを

行っています。

○留学生センター
　留学生に対する日本語教育・日本事情教育および

短期留学生プログラムの運営、並びに留学生指導・

相談を行っています。なお、学生相談については、

指導部門の教員が中心となり対応しています。

○何でも相談窓口
　全学に 6 ヶ所の相談窓口があり、学務系職員が対

応しています。学生のちょっとした疑問、質問、相

談に対応する窓口的役割を持ち、相談内容により、

学生生活・修学相談室、健康科学センター、留学生

センターなどと連携し対応しています。

★もっと詳しく知るには
・学生生活・修学相談室　

　http://cg.rche.kyushu-u.ac.jp/

・健康科学センター

　http://www.ihs.kyushu-u.ac.jp/

・留学生センター

　http://www.isc.kyushu-u.ac.jp/center/home.htm

・何でも相談窓口

http://www.kyushu-u.ac . jp/student/ l i fe/

nandemo.php

・参考資料

　「あなたを守る道しるべ」

http://www.kyushu-u.ac.jp/student/pamphlet/

michishirube.pdf

　「ハラスメント防止対策について」

http://www.kyushu-u.ac.jp/university/sekuhara/

index.html

　「薬物のない学生生活のために」

http://www.kyushu-u.ac.jp/student/pamphlet/

yakubutu.pdf

★もっと詳しく知るには

学生のメンタルヘルス

学生相談体制

何でも相談窓口

ハラスメント相談窓口
相談員 17 名

健康科学センター
健康相談室 学　　生

各学部等相談員
34 名

学生生活・修学相談室
室長１名　常任相談員 4名

インテーカー２名

学外関係機関

各地区健康相談室

＜伊都地区センターゾーン＞
全学教育課
Tel: 802-5915

＜箱崎地区＞
学務部学生生活課
生活支援係
Tel: 642-2246

＜大橋地区＞
芸術工学部
学務課学生係
Tel: 553-4586

＜筑紫地区＞
筑紫地区教務課
保健係

Tel: 583-7513

＜伊都地区＞
工学部等教務課
学生支援係
Tel: 802-2735

＜病院地区＞
医系学部等学務課
Tel: 642-6532

クラス指導教員
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　　「教職員のための学生サポートブック（冊子）」

◆問合せ先
・学生生活・修学相談室

　　伊都地区　092-802-5820

　　箱崎分室　092-642-3886

・健康科学センター

　　伊都地区ウエストゾーン健康相談室

　　092-802-3297

　　伊都地区センターゾーン健康相談室

　　092-802-5881

　　箱崎地区健康相談室　092-642-2287

　　病院地区健康相談室　092-642-6889

　　大橋地区健康相談室　092-553-4581

　　筑紫地区健康相談室　092-583-7685

・留学生センター

　　指導部門　092-642-2147

　　　　　　　092-642-2149

　　　　　　　092-642-2154

・何でも相談窓口

　　伊都地区（工学部等教務課学生支援係）

　　092-802-2735

　　伊都地区センターゾーン（全学教育課）

　　092-802-5915

　　箱崎地区（学務部学生生活課生活支援係）

　　092-642-2246

　　病院地区（医系学部等学務課）

　　092-642-6532

　　大橋地区（芸術工学部学務課学生係）

　　092-553-4586

　　筑紫地区（筑紫地区教務課保健係）

　　092-583-7513

　学生は、学生生活を過ごしていく中で、様々な危

険に囲まれています。たとえば、薬物（大麻や麻薬

等）、カルト集団からの勧誘及び交通事故等があげ

られます。教員は、そのような危険について十分な

理解と知識を備え、学生の豊かな学生生活を実現す

るために、適切な指導について前向きに取り組むこ

とが必要です。

○ 薬物乱用の防止
　大麻等の薬物の使用、所持、売買等は重大な犯罪

行為であるうえ、これらの薬物所持は、依存を引き

起こす性質を持ち、心身両面に大きなダメージを与

え、使用者本人のみならず、周囲の人、さらに、社

会全体に対しても取り返しのつかない被害を及ぼし

かねないものであることを日頃より周知徹底してい

ます。

　取組状況は、以下のとおりです。

　・ 警察等の協力を得て、毎年、新入学生を対象に

した「薬物乱用未然防止のための講演会」を開催

しています。

　・ 各機関から発行される薬物乱用防止ポスター及

びパンフレットを掲示・配布しています。

　   　

○喫煙防止
　平成 17 年 4 月より、構内における「灰皿設置場所

以外での喫煙」及び「歩行喫煙」を禁止し、学内に周

知徹底を通知されています。

　また、「九州大学喫煙対策宣言」のもとに「九州大

学喫煙対策基本方針」が定められ、九州大学におけ

る適切な喫煙対策を実施し、快適な職場環境及び研

究・修学環境の形成を目指して継続的な活動が行わ

れています。

　なお、「九州大学喫煙対策宣言」並びに「九州大学

喫煙対策基本方針」は、以下のとおりです。

【九州大学喫煙対策宣言】
　喫煙が及ぼす人体への影響は、喫煙者本人の健康

に重大な悪影響を与えるだけにとどまらず、受動喫

煙による非喫煙者への健康にも深刻な影響を与える

恐れがあることは社会一般に良く知られるところで

ある。

　九州大学は、未成年者を含む学生、病院を利用す

る患者とその家族、近隣住民等が集まる公共の場で

もある。今般の喫煙に対する社会認識の変化と大学

の使命を踏まえ、受動喫煙による教職員、学生及び

学内外関係者の健康被害を防止する必要がある。

　よって、本学における適切な喫煙対策を実施し、

快適な職場環境及び研究・修学環境の形成を目指し

て継続的な活動を行うため、下記のとおり「九州大

学喫煙対策基本方針」を定める。

【九州大学喫煙対策基本方針】
（キャンパス内の禁煙）

1． 九州大学のキャンパス内は、指定された喫煙場

所以外は禁煙とする。

（建物内の禁煙）

2．九州大学の建物内は全面的に禁煙とする。

◆問合せ先

学生の被害防止
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（喫煙者対策）

3．喫煙者に対して禁煙指導等の対策を講じる。

（喫煙場所）

4．�喫煙場所には防火装置を設置する等、十分な安

全管理を行い、利用状況を考慮して喫煙場所を

漸次削減することとする。

○交通事故の防止
　自動車・バイクの事故が多発しており死傷者が出

るほど痛ましい交通事故に、毎年多くの大学生が遭

遇しており、交通ルールを厳守し、普通の生活から

交通事故には十分に注意するように注意喚起を行っ

ております。

　本学の構内においても交通事故が多発しており、

一般道と同様に交通ルールを守るよう注意喚起を

行っております。また、年に 1 回、大学関係者及び

警察関係者で相互に意見交換ならびに情報提供等を

行い、大学生の交通マナー向上と交通事故防止を図

ることを目的として、新入学生を対象にして『大学

生の交通事故防止懇話会』を開催しております。事

件・事故が多様化している時代に、学生が安心・安

全な大学生活をおくれるように、教職員が常に危機

管理意識を持ち、未然防止に努めています。

　なお、交通事故の防止として次のとおり注意喚起

をしております。

①構内の交通マナー

　構内においても交通事故が多発しており、一般道

と同様に交通ルールを守る必要があります。

　・�暴走行為は大変危険ですから絶対にしないでく

ださい。見つけたら、警務員、ガードマン又は

各学部の学生係等に通報してください。

　・�ヘルメットの無着用、50cc バイクでの二人乗

り、運転練習は危険ですので行わないでくださ

い。また、バイクや車による過度の騒音は周り

の迷惑になりますので注意しましょう。

　・駐輪、駐車は定められた場所で行いましょう。

②自転車の運転に注意

　街中や構内において、自転車の事故が急増してい

ます。運転者が加害者となるケースも多く、自転車

の利用にあたっても十分な注意が必要です。

　・�門から外に出るときは、十分に減速し、歩行者

に注意を払いましょう。

　・�構内において、後ろから来た車やバイクとの接

触事故が頻発しています。その主な原因である

急な進路変更は大変危険です。　

　・�携帯電話や音楽を聴きながらの自転車の運転は

大変危険です。絶対にやめましょう。

○破壊的カルト集団等からの勧誘被害の防止
　いくつかのカルト団体に関するトラブルが大きな

社会問題になっており、最近九州大学内でも同様な

ケースが報告されております。洗脳されてさまざま

な活動をさせられたり、お金を要求されたりする

ケースもありますので、貴重な学生生活を無にしな

いよう十分な注意が必要です。

　九州大学の学内では、大学の許可を受けていない

そのような勧誘活動は禁止されております。大学内

で勧誘されたり、勧誘しているところを見かけたり

し た 場 合 は、 学 務 部（学 生 生 活 課： ℡ 092-642-

2246、全学教育課：℡ 092-802-5915）に連絡して

ください。

  

【様々な勧誘方法】
  ●アンケート調査を装った勧誘

 「アンケートに答えてください」と声をかけ、個

人情報（名前や電話番号）を聞き出す。

●ボランティア活動を装った勧誘

 「いっしょにボランティア活動に参加しません

か」と声をかけ、個人情報（名前や電話番号）を聞

き出す。
 

  ●自己啓発セミナーを装った勧誘

 「今度勉強会（研修会・合宿等）があるので参加

しませんか」と声をかけ、個人情報（名前や電話

番号）を聞き出す。参加費の要求を行う。
 

  ●その他

 「アルバイトをしてくれる学生を探しているんで

すが・・・」「今度レクレーションをするんだけ

ど参加しませんか」「今度スポーツ大会があるん

だけど参加しませんか」「一緒にカラオケに行っ

て楽しみましょう」などと声をかけ、個人情報

（名前や電話番号）を聞き出す。

【おかしいと思ったら】
 ・�個人情報（氏名・電話番号・住所など）を絶対に教

えない。

 ・ �はっきりと断る。その団体がよいものだと信じ、

善意で勧誘してくる人も多いので、たとえ勧誘し

た人が魅力的であり、やさしく思いやりのある人

に思えてもきっぱり断る。
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 ・ カルト団体かどうかはっきりしない場合は、友人

に相談したり、インターネットで勧誘を受けた団

体について検索する。

・おかしいと思ったら迷わず学務部（学生生活課、

全学教育課）へ相談する。

★もっと詳しく知るには
・「あなたを守る道しるべ」（平成 21 年 4 月 1 日）

　P.19~P.20

http://www.kyushu-u.ac.jp/student/pamphlet/

michishirube.pdf

・「薬物のない学生生活のために」（文部科学省・

厚生労働省・警察庁作成パンフレット）

http://www.kyushu-u.ac.jp/student/pamphlet/

yakubutu.pdf

◆問合せ先
・薬物防止並びに禁煙防止について

　学務学生生活課生活支援係　092-642-2246

・交通事故及び破壊的カルト集団等からの勧誘被

害の防止について

　学務学生生活課課外活動支援係　092-642-4301

　九州大学では、充実した学生生活を過ごすことが

できよう、学生への経済並びに生活支援を行ってい

ます。昨今の経済情勢から、学生及び保護者からの、

このような支援に対する要求が高まっています。そ

こで、学生等からの要求に対応するため、支援に関

する内容を十分把握し、学生へ正確な情報を提供す

ることが必要です。

○入学料免除及び徴収猶予制度
1．入学料免除制度について

　経済的理由により入学料の納付が困難で、かつ、

学業優秀と認められる大学院入学者を主に対象と

し、また、特別な事情があると認められた学部入

学者を対象として、申請に基づき選考のうえ、入

学料の全額又は半額が免除されます。

　　⇒　申請資格等は　★もっと詳しく知るにはへ

2．入学料の徴収猶予制度について

　経済的理由により納付期限までに入学料の納付

が困難で、かつ、学業優秀と認められる入学者を

主に対象とし、また、特別な事情があると認めら

れた入学者を対象として、申請に基づき選考のう

え、入学料の徴収が猶予されます。

　入学料の徴収猶予は、入学料の納入期限を延期

するものであり、入学料を免除するものではあり

ませんので、入学料の全額を納入しなければいけ

ません。

　⇒　申請資格等は　★もっと詳しく知るにはへ

○授業料免除制度
　経済的理由により授業料の納付が困難で、かつ、

学業優秀と認められる学生を主に対象とし、申請に

基づき選考のうえ、原則として、その学期（前期又

は後期）納期分の授業料の半額が免除されます。

授業料免除の申請は、前期、後期分とその学期ごと

に申請する必要があり、選考については、その学期

ごとに選考を行います。

　⇒　申請資格等は　★もっと詳しく知るにはへ

　

○奨学金制度
　奨学金には、現在奨学生の大半を占めている日本

学生支援機構奨学制度（2009 年 12 月現在、本学で約

8700 名）と、地方公共団体・民間の各種奨学制度が

あります。

＊日本学生支援機構奨学金
　無利子の第一種奨学金と、有利子の第二種奨学金

があり、金額はそれぞれ決まった中から選ぶことが

できます。奨学生の募集は原則として年 1 回、春に

行っています。学生への伝達方法は全て掲示（掲示

板、ホームページ）とします。また、該当学府のみ、

大学院進学予定者に、学部 4 年生の夏に募集を行う

予約採用もあります。

　貸与期間は原則として正規の最短修業年限まで

で、毎月学生本人の口座に振り込まれます。また、

毎年 1 回決まった期間に、奨学金の継続願をイン

ターネットで入力する必要があり、休学・退学等の

異動が生じた場合も直ちに届け出をしなければなり

ません。

　奨学金は貸与ですので、卒業後に返還する義務が

あり、所定の期間内に返還誓約書一式を提出する必

要があります。また、大学院第一種奨学金受給者に

ついては、「特に優れた業績による返還免除」制度が

あり、毎年 1 月頃に申請することになります。

＊民間・地方公共団体奨学金
　この奨学制度には、大学を通して募集するものと、

★もっと詳しく知るには

◆問合せ先

学生の経済支援・生活支援
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奨学団体が直接募集するものがあります。大学を通

して募集する場合は、所定の掲示板に掲示しますの

で、希望者は、該当する学生係等窓口（箱崎：学生

生活課、箱崎以外：当該学生が所属する学生係等）

へ申し出て出願手続を行います。

○アルバイト
　アルバイトを希望する学生のために、学生が就労

するのに適した職種、内容等をよく吟味して紹介す

るように努めています。大学を通してアルバイトの

紹介を受ける場合は、所定のアルバイト登録を行う

必要があります。

　なお、学生には、アルバイトに従事するにあたっ

て、勉学に支障をきたさないように心がけるととも

に、事前に雇用主との打合せを十分に行うよう指導

しています。

○保険制度
　本学では、入学時において、学生教育研究災害傷

害保険（学研災）に、全員が加入することになってい

ます。この保険は、大学の正課である講義、実験・

実習、課外活動・各種大学行事（インターンシップ

及びボランティア活動を含む）の参加中及び学内で

生じた災害並びに通学中、大学施設等相互間の移動

中の事故が補償の対象となるもので、全国規模の保

険制度です。

　このほか、各学部・学府の特徴にあわせた保険に

加入することになっています。

○各種証明書
　成績証明書等の各種証明書の発行については、在

籍及び卒業された学部・大学院の学生担当係が対応

しています。

　また、在学証明書、健康診断証明書及び学校学生

生徒旅客運賃割引証（学割証）については、各地区に

設置された自動発行機により学生自身が各自、受領

することになります。

　⇒　 各学部・学府の窓口一覧は、★もっと詳しく
知るにはへ

○寄宿舎情報
　本学には、学生寄宿舎として伊都キャンパスにド

ミトリー 1 及び 2（いずれも男女及び日本人と留学生

の混住）、箱崎キャンパスに松原寮（男子学生専用）

及び貝塚寮（女子学生専用）、大橋キャンパスに井尻

寮（男子学生専用）があります。また、留学生専用の

寄宿舎として留学生会館があります。

＊入寮時期

　 原則として 4 月と 10 月の年 2 回の入寮となりま

す。なお、空室がある場合は、学生の経済状況等

により中途の入居相談にも応じます。

＊入寮期間

　 伊都キャンパスの学生寄宿舎は、原則として 2 年

以内（なお、全学教育課程を履修する学生は 1 年

6 ヶ月以内）、伊都キャンパス以外の学生寄宿舎

は、標準修業年限内となります。

＊選考

　 留学生を除く学生の選考については、家計の経済

状況により選考されます。また、寮委員による面

接を行う寄宿舎があります。

★もっと詳しく知るには
・入学料免除及び徴収猶予

http://www.kyushu-u.ac.jp/student/life/exempt.

php

・授業料免除

http://www.kyushu-u.ac.jp/student/life/exempt.

php

・日本学生支援機構ホームページ

http://www.jasso.go.jp/index.html 

・アルバイト

http://www.kyushu-u.ac.jp/student/life/part-

time.php

・保険制度

http://www.kyushu-u.ac . jp/student/ l i fe/

insurance.php

・各種証明書

http://www.kyushu-u.ac.jp/university/reference/

student_section.php

・寄宿舎情報　http://www.kyushu-u.ac.jp/

◆問合せ先
・入学料免除及び徴収猶予、授業料免除について

　学務部学生生活課学生納付金免除係

　092-642-2256・2258

・日本学生支援機構奨学金について

　学務部学生生活課奨学金係　092-642-4277

・地方公共団体・民間各種奨学金について

　学務部学生生活課長補佐　092-642-2255

・アルバイト、保険制度及び各種証明書について

　学務部学生生活課生活支援係　092-642-2246

・寄宿舎情報　

★もっと詳しく知るには

◆問合せ先
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　日本人の学生寄宿舎について

　　学務部学生生活課寮務係　092-642-2259

　留学生の学生寄宿舎について

　　国際部留学生課留学生支援係　092-642-4323

　九州大学では、学部入試において一般入試を実施

するほか、AO 入試（21 世紀プログラムを含む）、帰

国子女入試及び社会人入試並びに私費外国人留学生

入試を実施します。

　また、大学入試センターと協力して、大学入試セ

ンター試験を実施します。

　なお、入学試験においては、教員が監督業務等に

従事することになります。

○大学入試センター試験
［実施時期］

　毎年度 1 月 13 日以降の最初の土曜日及び翌日の日

曜日

［実施体制］

　大学入試センター試験は、総長の下、入学試験実

施委員会委員で構成する実施本部を設置し、学内学

外に 11 の試験場を設定します。同試験は、全学協

力体制で行うことを原則とし、各試験場長は各学部

長等をもって充て、監督者等は、各部局の教員数に

応じて按分で割り当て、当該部局長を通じて依頼し

ます。

○九州大学が実施する入学試験
［入学試験の種類と実施時期］

［実施体制］

　九州大学が実施する入学試験は、原則として当該

学部の教職員によって実施されます。但し、一般入

試、AO 入試（21 世紀プログラム）、帰国子女入試、

私費外国人留学生入試の出題・採点等の業務につい

ては、全学的な体制の下で業務に当たることになり、

その任務に従事する必要が生じた場合は、当該部局

長を通じて依頼します。

○ 3 年次編入学試験、大学院入試
　当該学部・学府等の教職員によって実施・運営さ

れます。

★もっと詳しく知るには
・九州大学入学者選抜情報

h t t p : / / w w w . k y u s h u - u . a c . j p / e n t r a n c e /

examination/index.php

◆問合せ先
・一般入試　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　学務部入試課入試第一係　092-642-2265

・ＡＯ入試

　　アドミッションセンター事務室　092-642-4488

・帰国子女・社会人・私費外国人留学生入試

　　学務部入試課入試第二係　092-642-4300

・３年次編入学試験・大学院入試

　　 各学部・学府の学生係まで（下記アドレスに掲

載）

http://www.kyushu-u.ac.jp/university/reference/

student_section.php

入学試験の種類、実施時期と実施体制

入学試験の種類 入学試験の実施時期

一般入試
前期日程 2 月 25・26 日

後期日程 3 月 12 日

AO 入試Ⅰ
（教育学部・薬学部）

1 次選抜：10 月下旬
2 次選抜：12 月上旬

AO 入試Ⅱ
（ 理学部・医学部保

健学科・歯学部・
芸術工学部・農学
部）

1 次選抜：12 月上旬
2 次選抜：1 月下旬～ 2 月上旬

AO 入試
（21世紀プログラム）

1 次選抜：10 月中旬
2 次選抜：11 月上旬

帰国子女入試 2 月 25 ～ 27 日

社会人入試
（医学部保健学科）

1 次選抜：10 月上旬
2 次選抜：11 月中旬

★もっと詳しく知るには

◆問合せ先

私費外国人留学生入
試（4 月入学）

2 月 26・27 日

私費外国人
留学生入試

（10 月入学
：国際コ
ース）

（工学部・
農学部）

第 1 期
3 月（工学部）
2 月下旬～ 3 月下旬（農学部）

第 2 期
6 月下旬～ 7 月中旬（工学部）
5 月下旬～ 7 月上旬（農学部）

※上表は、平成 22 年度の入学者に係るもの
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　学生のキャリアアップと就職活動をサポートする

ために、キャリア支援・就職支援に係るガイダンス

やプログラム等を実施しています。全学的な支援を

キャリアサポート課が行い、その主な支援内容は以

下のとおりです。

　また、学部においても独自の支援が行われており、

例えば、学部を限定しての求人情報等、学生により

身近な情報の提供等については、各学部・学府学生

係が担当しています。

　また、理系学部・学府の各学科・専攻等では、「就

職担当教員」が学科事務室や学部・学府学生係と協

力しながら、文系学部・学府では、学部・学府学生

係が主となり、指導教員等と連携しながら学生に対

応することとしています。

　学生に対しては、提供される貴重な情報を見逃さ

ないよう留意するとともに、「学務部キャリアサ

ポート課」、「各学部・学府学生係」、「各就職担当教

員」、4 キャンパスに配置された「就職相談員」を有

効に活用し、自身のキャリアアップを図り、引いて

は悔いの残らないような進路選択が可能となるよう

行動すべく、ご指導をお願いします。

○ キャリアガイダンス（低年次学生向け）（実施時
期；5 月～ 7 月）

　主に低年次の学生（学部 1・2 年生）を対象とした、

「主体的に進路を選択する能力の育成や就業意識の

形成」を支援するガイダンスです。内容は外部講師、

ＯＢ、先輩による講義や自己分析テスト等を実施し

ています。

○ 自己啓発支援プログラム　 コミュニケーション能力

（英語及び日本語）を育成するためのスキルアッププロ

グラムです。

＊ ＴＯＥＩＣ対策プログラム（英語）（実施時期；9 月

< 夏期集中コース>、10 月～11 月 <6 週間コース >）

　就職後、あるいは大学院進学後に求められる実

践的な英語能力を在学中に身に付けさせることを

目的としたプログラムです。「夏季集中コース」と

「6 週間コース」を設定し、事前・事後に TOEIC・IP

テストを実施してプログラムの効果を検証します。

＊ 自己表現能力育成プログラム（日本語）（実施時

期；11 月～ 12 月）

　実社会で必要なコミュニケーション能力、プレ

ゼンテーション能力を育成することを目的とする

もので、話し方の実践演習、敬語やビジネスマ

ナー、自己ＰＲに関するセミナーです。

○ インターンシップ（実施時期；主に夏休みや春休
み等の長期休業期間中）

　インターンシップとは、学生が職業適性や将来設

計に向けて、実際に企業等で働いてみる研修制度で

あり、実際に就業体験することで、本当に自分のや

りたいことが何であるのか、就職を考えている仕事

が自分に合っているのか等を考え、知る絶好の機会

です。本学では、公的団体等と連携して、主に春休

みと夏休みの期間を利用して学生が参加しています。

○公務員試験対策講座（実施時期；通年（4 月～））
　公務員志望者（主に国家公務員Ⅰ種・地方上級）を

対象に、九州大学生活協同組合の協力の下、学内に

おいて開講しています。学生の利便性を考慮して、

市価よりも安価で、かつ開講場所が学内であるため

通学にも便利で、経済的にも時間的にも学生の負担

が軽減され効率的に受講できます。

○就職ガイダンス
＊ 企業希望者向け就職ガイダンス（実施時期；7 月

～ 1 月）
　様々な就職支援会社（リクルートや毎日コミュニ

ケーションズ等）等から講師を招いての実践的就職

活動のアドバイスや、採用内定を獲得した先輩学生

から就職を希望する後輩学生に向けての就活体験に

基づくアドバイス等を内容とするガイダンスを実施

しています。

＊ 公務員希望者向け就職ガイダンス（実施時期；5
月～ 3 月）

　国家機関・地方公共団体の人事担当者を招いて、

公務員への就職希望者に向けてのガイダンス（各機

関の業務内容や採用方針・方法の説明等）を実施し

ています。

＊就職支援基礎セミナー（実施時期；11 月～ 1 月）
　実践的な就職活動の心得からエントリーシート対

策やＣＡＢ・ＧＡＢテスト＆Ｗｅｂテスト対策のポ

イントまでを具体的に解説　する「実践的・具体的

就職活動のセミナー」や、多様化する面接試験を勝

ち抜くための「模擬面接」を実施しています。

○企業セミナー
＊学内企業セミナー（実施時期；2 月中旬）
　本学の学生を求人する企業の人事担当者を本学に

学生のキャリア支援・就職支援
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招いて実施するセミナー（会社説明会）で、毎年、

後学期定期試験終了後の 2 月に 10 日間程度の期間に

約 300 社を招いて実施しています。学生にとっては

企業の詳細な内容や生の声を聞ける絶好の機会とな

ります。

＊求人企業説明会（実施時期；通年）
　学内企業セミナー同様、求人企業による個別の会

社説明会です。上記学内企業セミナーの期間を除い

て、午前 3 時間若しくは午後 3 時間、学内の会場を

貸し出し、企業等の人事担当者が実施するセミナー

（会社説明会）です。

○就職フェア（実施時期；6 月下旬頃）
　最終学年において採用内定を獲得できていない学

生のために、企業等の人事担当者を本学に招いて面

談形式で実施するものです。

○就職相談（実施時期；通年）
　箱崎・伊都・大橋・筑紫の各キャンパスに、豊富

な経験と専門的な知識を持った専門家 4 名を「就職

相談員」として配置し、就職情報の提供及びエント

リーシートに係る記入指導等の書類対策、自己Ｐ

Ｒ・面接対策、進路選択相談等、就職活動全般にわ

たる指導・相談をきめ細かに行っています。

○キャリア支援センター（実施時期；通年）
　博士の学位取得者及び学位取得を目指す者（以下、

「博士人材」という。）を対象に、統合的能力向上プロ

グラムの実施、キャリア設計に関するカウンセリン

グの実施、求人・求職マッチングの実施等のキャリ

ア支援・就職支援を実施している。博士人材の研究

者としての統合的能力向上を図るとともに、博士人

材が有する高度な専門性を活かし、活躍する場とし

ての就職先の拡大を図るべく、新たな企業の開拓等

を行っています。

○ イノベーション人材養成センター（実施時期；通
年）

　平成 20 年度に、文部科学省科学技術振興調整費：

イノベーション創出若手研究人材養成事業「革新的

研究開発リーダー養成システムの構築」が採択され

ました。本事業では、国際交流研修（異文化）、産学

共同研究参画（異分野）、国内外企業研修（異業種）

から構成される実践型プログラムを通じて、高い志

を持ち、高度な研究開発能力、事業化推進力、国際

性及びリーダーシップを身に付け、産業界の多様な

場において創造的な成果を生み出す能力を身に付け

た卓越した研究開発・ビジネスリーダーとして活躍

する人材を養成・輩出することを目的としていま

す。1 年間の「博士号取得者コース」及び 6 ヶ月間の

「博士後期課程在籍学生上期コース」並びに「同下期

コース」の 3 コースで養成します。

○就職情報・就職活動情報の提供（実施時期；通年）
＊就職情報室
　箱崎文系地区に、全学的な就職情報を提供する場

所として就職情報室を設置しています。求人情報・

就職に関する資料の閲覧や情報検索用パソコン等を

就職活動用として自由に利用することができます。

＊求人情報公開（九州大学求人・求職システム）
　企業から届いた求人票や企業パンフレットは就職

情報室で閲覧できるように掲示等を行い、併せて、

企 業 情 報（資 本 金 や 連 絡 先 等）や 求 人 票（PDF）を

Web 上で閲覧できます。

＊印刷物の発行
　学生用として、就職活動の方法等を示した「就職

の手引き」、「就職体験談集」、「すぐに役立つ就職活

動のポイント」等を、企業用として、本学の就職支

援体制や就職状況データを示した「卒業生採用のた

めの九州大学案内」等を作成し発行しています。

★もっと詳しく知るには
・学務部キャリアサポート課ホームページ

　①学生の皆様→就職支援→キャリアサポート課

（http://www.kyushu-u.ac.jp/student/work/

index.php）

　②企業の皆様→就職関連→キャリアサポート課

（http://www.kyushu-u.ac.jp/company/index_

com.php）

・キャリア支援センターホームページ

（http://www.qcap.kyushu-u.ac.jp/）

・イノベーション人材養成センターホームページ

（http://www.itp.kyushu-u.ac.jp/）

◆問合せ先
・学務部キャリアサポート課キャリア支援係

　TEL：092-642-2262

・学務部キャリアサポート課就職支援係

　TEL：092-642-4487

・キャリア支援センター

　TEL：092-642-7538

・イノベーション人材養成センター

　TEL：092-642-3846

★もっと詳しく知るには

◆問合せ先




